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私たち『奥入瀬サミット2016』に参加してきました！

平成28年9月に十和田市で「奥入瀬サミット」が開催され、平川市からは、私たち、赤平望と

白川祥子が参加しました。サミットの概要と参加した感想をご紹介します。

この奥入瀬サミットは“働く女性のためのプ

レミアムセミナー”という肩書通り、星野リ

ゾート奥入瀬渓流ホテルというプレミアムな場

所で行われ、やる気に満ち溢れた素敵な女性が

たくさん集まっていました。セミナーでの講師

陣のお話はもちろん、休憩中や交流会において

も参加者や講師の方々と様々なお話ができて、

大変勉強になり、とても楽しく過ごせました。

私は特に断捨離のやましたひでこ先生のお話を

楽しみにしていたのですが、やました先生も

トーク相手の対馬ルリ子先生もとてもパワフル

で、そのトークの熱量に圧倒されました。

この２日間をとおして、講演を聞いたり、

様々な経験・志がある方々との交流を通して、

今後の自分の働き方や人生について考える大変

いい機会となりました。このような機会を作っ

ていただき、本当にありがとうございました。

今回、参加させていただき上記のようなプログ

ラムで普段、経験できない様な女性の華やかなサ

ミットでした。印象に残った事は、管理職女性の

講話してくださった方々に共通していた点で、ま

だまだ職場で、女性に偏見のある中で、「諦めな

かった」という事でした。この言葉が自分自身を

振り返り、無理だと思い諦めていた事に対して心

に響きました。この体験を生かし、自分を見つめ

直す励みにしたいと思います。

女性のセミナーに参加できる機会をくださった、

平川市はとても素晴らしいと思います。来年も募

集がありましたら、是非、応募して欲しいと思い

ます。

白川祥子（大坊）

赤平 望（向陽）

【主なプログラム】

9月10日（土）

◎スペシャルトーク 夏木マリさん

◎トークセッション

小川理子さん(パナソニック役員/ジャズピアニスト)

折笠雅子さん(サントリーホールディングス)

◎NPO法人GEWELプレゼンツミニトーク

小嶋美代子さん(日立ソリューションズダイバーシティー
センター推進センタ長/NPO法人GEWEL理事)

9月11日（日）

◎【ヘルス&ビューティーセッション】

対馬ルリ子さん(女性ライフクリニック銀座院長)

小宮仁奈子さん(三越恵比寿店長)

◎ヘルス&ビューティーセッション

対馬ルリ子さん(女性ライフクリニック銀座院長)

やましたひでこさん(クラター・コンサルタント)

詳細は奥入瀬サミットホームページをごらんください。

www.oirase-summit.com

今回「奥入瀬サミット」に参加

したお二人に記事を作っていただ

きました。サミットに参加したこ

とで、今後もきらきらと輝いてお

仕事がんばっていただきたいと思

います。

平川市では奥入瀬サミットや日

本女性会議へ参加される市民の方

へ費用の一部を助成しています。

ご興味のある方は、下記の連絡先

までお問い合わせください。

(総務課行政改革係 担当者)
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きあらひらかわきあらひらかわきあらひらかわきあらひらかわ
互いに認め、支えあう、男女（ひと）がきらめく平川市

第１８号 平成２９年１月１６日発行

働働働働きやすいきやすいきやすいきやすい平川市平川市平川市平川市をををを目指目指目指目指してしてしてして！！！！

平川市長平川市長平川市長平川市長をはじめをはじめをはじめをはじめ全幹部職員全幹部職員全幹部職員全幹部職員41414141名名名名がががが『『『『イクボスイクボスイクボスイクボス宣言宣言宣言宣言』』』』

（写真は１月開催「イクボス宣言」より）

「きあら（chiara）」はイタリア語で「光り輝くもの」「よろこびをもたらすもの」を意味し

ます。平川市男女共同参画推進プランの基本理念である「互いに認め、支えあう、男女(ひと)

がきらめく平川市」のとおり、輝く未来を見つめながら性別にかかわらず一人ひとりがお互い

を認め、自分らしさを十分に生かせる平川市をめざしたいという願いを込めています。

長尾市長は、「働きやすい職場は個人と組織の生産性を高め、市民サービス向上につながる。

市が『イクボス宣言』したことで、市内企業にも「イクボス」が広まることを期待したい。」

と話していました。

セミナーの講師を務めたNPO法人ファザーリング・ジャパン代表理事である安藤哲也氏は、

「イクボスの“イク”は育児のみならず部下や組織を育てるという意味もある。“ボス”自ら

が生活を充実させ、考えを変えて部下を支えて欲しい。部下を変えたければまずは自分から。」

とアドバイスしていました。

平川市は仕事と生活を両立し、育児を行う部下らを支援する管理職「イクボス」を目指そ

うと、1月5日(木)に生涯学習センターにてセミナーを開き、長尾市長をはじめとする全幹部

職員41名が「イクボス宣言」に署名しました。

「イクボス」とは、職場で共に働く部下・スタッフの仕事と生活の調和(ワーク・ライフ

・バランス)を考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果を出しつ

つ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司(経営者・管理職)のことです。



『あおもりウィメンズアカデミー』は、青森県男女共同参画センターが主催する仕事

や地域で活動の幅を広げたい、リーダーとして参画したい女性を応援する学習の場です。

10月16日(日)に平川市文化センターで長尾市長と受講生との懇談会が開催され、男女

共同参画に関する現状や地域課題などについて意見交換がありましたので、その概要を

紹介します。

私
は
「
女
性
が
元
気
に
な
れ
ば
地
域

も
元
気
に
な
れ
る
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
の
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参

画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
女
性
の

方
々
に
も
意
識
変
革
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
よ

う
な
講
座
に
参
加
す
る
女
性
が
増
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
平
川
市
も
さ
ら
に
元

気
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
長
が
男
女
共
同
参
画
と
い
っ
て

思
い
浮
か
べ
る
も
の
は
何
で
す
か
。

平
川
市
の
男
女
共
同
参
画
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

会
議
」
や
「
奥
入
瀬
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
市

民
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
第
２
子
以
降
保
育
料
無
料

化
に
よ
る
子
育
て
支
援
、
各
種
健
診
の

実
施
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
い

っ
た
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
末
ま
で
に
「
第
３
次
平
川
市

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

女
性
活
躍
推
進
と
言
わ
れ
る
現
状

の
な
か
で
、
市
の
施
策
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
け

ば
よ
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

全
国
で
は
毎
年
、
１
０
万
人
の
人
が

介
護
離
職
を
し
て
い
ま
す
。
平
川

市
の
現
状
と
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
市
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

市
長

市
で
は
８
月
現
在
介
護
が
必
要

と
さ
れ
た
方
は
約
２
千
人
お
り
、
う
ち

施
設
入
所
者
は
約
６
百
人
い
ま
す
の
で
、

介
護
離
職
者
が
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
。厚

生
労
働
省
で
は
、
介
護
を
し
な
が

ら
働
く
方
が
介
護
休
業
を
取
得
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
８
月
か
ら
介
護
休
業
給

付
金
の
給
付
率
を
引
き
上
げ
る
な
ど
制

市
職
員
の
休
暇
取
得
率
向
上
の
た

め
、
取
組
ん
で
い
る
は
何
で
す
か
。

仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
意

欲
が
よ
り
高
ま
り
、
生
き
生
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
互
い
支
え
あ
い
な
が
ら
よ
り
よ
い

職
場
づ
く
り
を
進
め
、
職
場
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
、
そ
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

女
性
が
気
兼
ね
な
く
集
ま
り
、
交

流
で
き
る
場
が
欲
し
い
で
す
。
お
悩

み
相
談
や
講
座
を
開
催
で
き
る
よ

う
、
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

貸
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

市
長

平
成
３
２
年
度
ま
で
に
新
庁
舎

を
建
設
す
る
予
定
で
、
尾
上
庁
舎
に
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ご
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
利
活

用
は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
運
営

方
法
な
ど
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
長

市
の
み
な
ら
ず
、
市
内
企
業
が

「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
企
業
と
意

見
交
換
し
て
い
ま
す
の
で
、
働
き
か
け

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
で
「イ
ク
ボ
ス
宣
言
」す
る
よ
う

で
す
が
、
民
間
会
社
の
管
理
職
に

も
「イ
ク
ボ
ス
宣
言
」を
働
き
か
け

て
く
だ
さ
い
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
に
つ

い
て
、
取
得
予
定
の
職
員
と
そ
れ
以

外
の
職
員
と
の
間
に
温
度
差
が
あ

る
と
思
う
が
、
解
消
方
法
は
考
え

て
い
ま
す
か
。

市
長

職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
で
あ

り
、
育
児
休
業
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
合
併

し
て
か
ら
職
員
削
減
を
し
て
き
ま
し
た
。

育
休
等
を
取
得
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

再
任
用
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。市としては、これからも「男女共同参画社会」の

推進のため、市を挙げて努力して参りたいと思って

います。

皆さんのようにアカデミー等で学ぶ方々が多くな

れば、市の各種審議会等へ参画する女性が増えるこ

とにもつながると思います。

女性のチカラは非常に大きいと思います。女性の

みならず男性も一緒にスキルアップしながら、平川

市をさらに元気にしていけたらと思っています。

皆さんの今後の活躍を期待しています。

市
長

国
は
女
性
の
力
を
「
我
が
国

最
大
の
潜
在
力
」
と
成
長
戦
略
の
中
核

に
位
置
付
け
、
平
成
２
７
年
に
は
、
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進

し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立

し
ま
し
た
。

今
年
度
、
県
で
も
「
第
４
次
あ
お
も

り
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
１
」
を
策

定
中
で
「
女
性
の
人
材
育
成
と
能
力
開

発
」
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
」
な
ど
、
女
性
の
活
躍
に
関

す
る
取
組
み
を
位
置
付
け
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

市
も
講
演
会
や
日
本
女
性
会
議
等
へ

の
参
加
拡
大
に
よ
る
「
女
性
人
財
の
育

成
」
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
市
内
企

業
へ
の
育
児
・
介
護
休
業
等
が
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
よ
る

【市長からのエール】

市
長

「
イ
ク
メ
ン
」
が
思
い
浮
か
び

ま
す
。
む
つ
市
長
が
育
休
を
取
得
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
の
み
な
ら

ず
男
性
も
一
緒
に
「
子
育
て
」
す
る
と

い
う
意
識
の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
理
念
と

し
て
は
、
男
女
の
性
の
区
別
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
・
能
力
を
発
揮
し
て
社

会
の
役
に
立
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
男
女
共
同
参

画
は
大
事
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

市
長

市
の
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員

の
登
用
率
に
つ
い
て
は
、
目
標
を
３
０

％
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
な

ど
３
０
％
以
上
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

全
体
で
２
６
．
５
％
で
あ
り
、
目
標
を

達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
女
性
の
参
画
推

進
の
た
め
、
公
募
枠
を
設
け
る
な
ど
、

募
集
方
法
を
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
７
年

度
に
初
め
て
部
長
職
に
女
性
２
名
を
登

用
し
ま
し
た
。
能
力
の
あ
る
職
員
は
今

後
も
登
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

広
報
・
啓
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
情

報
誌
「
き
あ
ら
ひ
ら
か
わ
」
を
発
行
し
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
制
度
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
の

各
種
団
体
や
市
町
村
職
員
と
連
携
し
、

「
Ｄ
Ｖ
対
策
」
「
避
難
所
づ
く
り
」

「
子
育
て
支
援
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
と
し
て
は
、
「
日
本
女
性

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

度
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２
９

年
１
月
か
ら
９
３
日
の
休
業
期
間
を
分

割
で
取
得
で
き
、
ま
た
、
介
護
休
暇
を

半
日
単
位
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

企
業
で
は
介
護
休
業
等
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

家
庭
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

た
だ
現
実
は
非
常
に
難
し
く
、
介
護

は
社
会
保
障
制
度
改
革
と
と
も
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
長

市
は
『
平
川
市
職
員
仕
事
・
子

育
て
応
援
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
、
職
員

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
一

層
充
実
し
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る

た
め
の
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
能
力

を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
産
を
控
え

た
女
性
職
員
に
は
健
康
維
持
や
出
産
の

た
め
の
休
暇
、
男
性
職
員
に
は
育
児
休

業
や
配
偶
者
出
産
休
暇
の
取
得
率
向
上

の
た
め
、
取
得
し
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

市
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
の
た
め
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を

行
う
予
定
で
す
。
市
が
率
先
し
て
「
イ

ク
ボ
ス
宣
言
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

市
内
企
業
へ
の
波
及
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
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